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頒
価
１
部
250円（

税
別
）

2014

9
月号

台
風

号
が
北
上
し
、
北
海
道
も
大
雨
に
見
舞
わ

11

れ
、
道
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
被
害
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
水
蒸
気
量
が
増
加
し

て
お
り
、
大
雨
の
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
世
界
の
平
均
気
温
は
１
０
０
年
で
約
０
・
７
度

上
昇
し
て
い
る
が
、
最
近

年
の
上
昇
率
は
こ
の
２

50

倍
と
大
き
く
、
さ
ら
に
高
緯
度
ほ
ど
気
温
の
上
昇
は

大
き
い
。
北
極
域
の
平
均
気
温
は
世
界
の
平
均
気
温

の
上
昇
率
の
お
よ
そ
２
倍
の
速
さ
で
上
が
っ
て
い
る

と
い
う
。
わ
が
国
の
観
測
結
果
で
は
、
過
去
１
０
０

年
に
お
い
て
、
自
然
災
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ

る
１
日
の
降
水
量
が
、１
０
０

以
上
発
生
す
る
日

mm

数
が
増
加
し
て
お
り
、こ
の
大
雨
は
東
ア
ジ
ア
の
広

い
範
囲
で
共
通
し
た
現
象
と
い
う
。
全
国
で
「
観
測

史
上
最
高
」の
雨
量
、風
速
、気
温
を
耳
に
す
る
こ
と

が
多
い
。校
正
中
に
接
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
い
た
。８

月

日
夜
半
、広
島
市
北
部
の
豪
雨
・
土
石
流
災
害
で

20
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

世
界
の
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
は
、
人
口
増
加
と
経
済
成
長
に

よ
っ
て
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
技
術
は
進
み
、
種
類
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
も
増

加
し
て
い
る
が
、
１
９
９
３
年
以
降
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
量
は
減
り
、
低
炭
素
化
は
足
踏
み

状
態
で
あ
る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
量
を
社

会
発
展
の
方
向
性
で
予
測
し
て
い
る
。
経
済
発
展
を

重
視
し
た
将
来
の
世
界
を
目
指
す
方
向
性
を
Ａ
、
環

境
と
の
調
和
を
図
る
世
界
を
目
指
す
も
の
を
Ｂ
と

し
、
縦
方
向
の
ス
ケ
ー
ル
を
作
り
、
横
の
ス
ケ
ー
ル

を
地
域
格
差
が
縮
小
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

世
界
を
目
指
す
１
、
反
対
に
各
地
域
の
独
自
性
が
強

ま
る
多
元
的
世
界
に
誘
導
す
る
方
向
性
を
２
と
す

る
。
例
え
ば
Ａ
１
は
高

度
経
済
成
長
が
続
き
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
行
に
よ
り
地
域
間

格
差
が
縮
小
す
る
社
会

で
あ
り
、
逆
に
経
済
発
展

よ
り
も
環
境
重
視
を
目

指
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
育
て
る
社
会
は
Ｂ

２
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
未
来
社
会
を
Ａ
１
タ
イ
プ

と
仮
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
量
を
計
算
、
地

球
の
温
暖
化
を
予
測
し
て
い
る
。

日
本
の
未
来
図
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
経
済
成
長
と

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
押
し
進
め
る
安
倍
政
権

の
選
択
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
仮
定
し
た
世
界
の
将
来
図

と
同
じ
で
あ
る
。
確
か
に
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
、
人

口
と
国
土
面
積
の
広
大
な
国
で
は
必
要
な
選
択
で
あ

ろ
う
が
、
す
で
に
成
熟
し
た
国
家
で
あ
る
日
本
の
将

来
は
、
む
し
ろ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
分
類
の
Ｂ
２
に
シ
フ
ト
す

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
超
高
齢
社
会
、
少
子
化

の
日
本
の
現
状
を
力
で
Ａ
１
に
誘
導
す
る
の
は
難
し

い
。
経
済
成
長
を
維
持
す
る
た
め
の
労
働
力
不
足
を

補
填
す
る
た
め
に
外
国
人
労
働
力
を
導
入
し
、
企
業

に
は
成
果
主
義
を
導
入
、
ゆ
と
り
教
育
を
廃
止
し
競

争
を
求
め
る
。
医
療
か
ら
介
護
へ
シ
フ
ト
す
る
一
方

で
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
経
済
成
長
誘
導
に
つ
な
が

る
先
端
医
療
と
先
端
研
究
に
は
手
厚
い
支
援
。
戦
後

年
、
復
興
か
ら
戦
い
続
け
て
き
た
日
本
に
突
き
つ

69け
ら
れ
た
課
題
の
本
質
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、

強
引
に
経
済
大
国
を
目
指
し
た
昔
に
戻
そ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
国
と
い
う
集
団
は
ヒ
ト
が
年

を
と
る
よ
う
に
加
齢
が
進
み
、
次
世
代
が
産
ま
れ
育

つ
は
ず
の
自
然
の
サ
イ
ク
ル
が
回
ら
ず
、
少
子
化
が

進
ん
だ
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
集
団
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
研
究
の
魅
力
を
教
育
さ
れ
ず
、
研
究
成
果
だ
け

が
求
め
ら
れ
た
結
果
、
企
業
の
成
果
主
義
と
癒
着
し

た
数
々
の
不
正
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
を
め
ぐ
る
一
連
の

悲
劇
は
、
時
間
を
か
け
た
教
育
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
世
界
に
さ
ら
け
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
社

会
シ
ス
テ
ム
の
悲
劇
で
あ
る
。

現
政
権
に
は
、
課
題
の
一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
考

察
し
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
解
決
す
る
時
が
ま
さ

に
今
で
あ
る
こ
と
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
欲
し
い
。

地
球
レ
ベ
ル
の
自
然
の
変
化
も
社
会
の
人
口
構
成
も

大
き
く
変
わ
る
今
、
戦
後
築
い
て
き
た
価
値
観
を
崩

す
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
大
胆
な
ク
ラ
ッ

シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
た
い
。

日
本
の
未
来
図
は
？

情
報
広
報
部
副
部
長

藤
井

美
穂

北海道 美の遺産 繁野 三郎 道庁南門通 北海道立近代美術館 所蔵



産遺の美道海北

1894（明治27）年～1986（昭和61）年
札幌生まれ。
1927（昭和2）年の作品。水彩・紙(38.8×49.8㎝)。

北海道師範学校で菅原翠洲に学ぶ。卒業後は栗山小学校の図
画主任を経て、札幌の北九条小学校へ赴任。北海タイムスの美
術記者だった澤枝重雄のアトリエで、デッサンを学んだ。
多くの水彩画家が新しい技法を求めていく中で、自分の画風

はもう古いと言いながらも、透明水彩で色鮮やかな風景画を描

き続けた。決して新しい絵画ではなかったが、描きたいものを
思うまま絵にした作品は、繁野三郎の個性であった。
個展を開催し、子どもたちに絵を教え、水彩画を好む人々と集

まって、四季折々の風景を描く。作者は91歳の生涯を終えるま
で、水彩画を愛し続けた。

◇ ◇ ◇
日本水彩画展（1928年）で初入選を果たした本作品。このとき

作者は、東京まで展覧会を見に行き、会場で有名画家の作品には
さまれた自作の脆弱さに、衝撃を受けたという。
以降、展覧会の折りに上京。札幌では見ることのない紙や技

法、東京の画家たちとの交友は、作者を大いに刺激した。

繁野 三郎 道庁南門通
しげ の さぶろう
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Ａ 2,500名（-3） Ｂ2 4,544名（+14) Ｃ2 152名（+1）
Ｂ1 598名（+3） Ｃ1 111名（±0） Ｃ3 362名（-7）
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